
【令和 6年度】アンケート要望 
・ほぼ毎朝、登所する前に「今日は何して遊ぼうかな～♪」と言っているので、毎日いろいろな事を

しているんだなと感じることができ、良くみて頂いていると感じています。 
・朝 8:30～　お休みの連絡をする時、何度かかからないことがあったので、朝の３０分はできるだ
け１回で保育所と連絡をとれたらと思いました。 
・いつも子ども達をあたたかく見守っていただきありがとうございます。 
３歳になってお話が上手になり保育園であったことをたくさん教えてくれるようになり、保育所

の様子が伝わってくるように感じております。仕事で疲れてお迎えに行くと、先生と我が子が笑顔

で「おかえり」と言ってくれて疲れが吹き飛びます。子ども達が安心して過ごせる保育所でいてく

れることが私たちの一番の望みです。これからもよろしくお願いいたします。 
・いつもありがとうございます。先生方には本当に感謝しています。 
　週末前や週明けの持ち物が多くて困っています。駐車場から園まで狭い道に車が通る中、荷物が

多いと子を抱きかかえる訳にもいかず、子どもは真っすぐ端を歩いてくれるわけではないので、と

ても危険です（雨の日は特に）。　夏のタオルケット、冬の毛布の持ち帰りはなぜ毎週必須なので

しょうか。 
その他、おたより帳の電子化、オムツのサブスク化など毎日の荷物が減るようできるだけ早く進め

ていただきたいです。荷物ではなく子どもの手をとり登園できるよう検討よろしくお願いします。 
・いつもありがとうございます。 
　いろいろな製作、工作、ぬりえなどたくさん作り、子どもの「できたー」を、うれしそうに喜んで

くれてありがとうございます。 
・初子さんの手作りおやつが大好きで、とても楽しみにしています。 
・今年度は子どもの性格や長所をよく見てくださっているなと感じています。 
　アンケートは誰が提出したか分かる形だと意見を書きにくい場合もあるので役場へ提出する形な

どにされては。 
・子どもがなかなか野菜を自ら進んで食べようとしてくれず困ってしまう時があります。保育所で

も食育に関する行事を年齢が小さいうちからやっていただけたら嬉しいなぁ～と思います。（野

菜・食べものに関するクイズやゲーム、おもしろい実験、食べ物の旬を学ぶ、お箸練習も兼ねた遊

びなど…） 
・保育所であった事など、とても楽しそうに拙い言葉でお話ししてくれる我が子の姿が微笑ましく、

そんな環境を作ってくださる職員の皆さまには心から感謝しております。いつもありがとうござ

います。 
・どの先生もいつも丁寧に対応して下さり、安心して子どもを預けることができます。おたより帳

も忙しい中、細かく沢山書いてくれ、毎日帰宅後見るのが楽しみになっています。 
・寒い日や雨の日などお遊戯室へ行くのに子どもたちが外へ出なければいけない事がかわいそう。 
・トイレの暗さが気になる。また大人用が 1つしかないため不便と思われる。 
・おやつの量について、おせんべい 2枚だけの日もあると聞くので、年長児でその量は…と感じる。 
・第一保育所の老朽化、防犯対策が今は誰でも入れるために不安。 
・子どもが少ないからこそ、ひとり一人をよく見てくれるので良い。 
・お散歩や何気ない日常の保育の様子を写真に残して玄関や廊下に掲示してくれるので嬉しい。 
・第一保育所の駐車場がせまい。保育所前の坂が急すぎる。 



・先生方に不満などはありませんが、運営そのものが古いと感じる事が多いです。他の市町村と比

べると昭和感を感じる事が多い。おたよりや写真などのデジタル化が進むと良いと思います。 
・アンケート No.4～8　実際に保護者として見ている訳ではないので分からない。 
・アンケート No.12　建物が古すぎる為に清潔かどうか分からない。 
・アンケート No.17　保育時間内に下の子を病院に連れて行きたく、上の子だけでも預かれないか
と言った時に通常保育時間内じゃないとダメです。と意味の分からないことを言われた。（未だに

腑に落ちません） 
・保育士同士の伝達がぜんぜん出来ていない。何回も同じことを言わないといけなかった。（仕事開

始時間の直前に電話してきて、あやまりの電話で非常に困った） 
・行事を極力、土日にして欲しい。それが不可能であれば実施しなくてもいいと思う。 
・就労証明書の勤務日数と実際の預かり日数に差があるので、「少しお父さんに協力してもらってい

いか」と言われた。今までいろいろな園に行きましたが、そのように言われた事が無かったので衝

撃でした。仕事だから預けるのに日数まで気にしないといけないのでしょうか。もう少し融通をき

かせて頂きたい。（園と家庭、お互い様だと思います） 
・あれはダメこれもダメではなく、もう少し臨機応変に対応して頂きたい。


